
�

5

�0

�5

20

25

30

90-12-9317

吉野家とゼンショー　2012年

外食産業の現状

　「外食」とは、文字通り「外で食事をする」という意味であり、その市場規模は約30兆円とい

われている。さらに、外食には2つの定義があり、居酒屋・レストラン・喫茶店などを総称して「狭

義の外食」と呼び、それに総菜・持ち帰り弁当などの料理品小売業（中食：なかしょく）を合計

したものを「広義の外食」と呼ぶ。

　図�では、�980年から 20�0年までの狭義および広義外食産業の市場規模の推移をプロットし

ている［�］。�990年代後半より、外食産業で構造変化が起きていることがわかる。狭義の外食市

場は、90年代後半に30兆円に迫ったが、それ以降年々減少傾向にあり、20�0年現在、約23兆

6,000億円の規模となっている。一方、中食市場はコンビニエンスストアの急伸によって現在約

6兆円の規模にまで成長している。

図1　外食産業の市場規模の推移
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［�］	『平成22年外食産業市場規模推計について』、財団法人食の安全・安心財団附属機関外食産業総合調査研究センター。
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　（狭義の）外食産業は、2000年代に入ると激動の時代をむかえ、2005年には飲食店の廃業率

が 2割を優に超える水準となった［2］。このような状況下で、外食大手企業による生き残りをか

けたM&Aが盛んになっていった。

　外食産業の御三家といえば、2005年当時、日本マクドナルドホールディングス（売上高3,08�

億円）、すかいらーく（売上高3,834億円）、吉野家ディー・アンド・シー（売上高�,�80億円）

の3社であったが、この構図はその後約5年のあいだにどのような変化をとげたのであろうか。

外食産業の勝ち組・負け組

　会計において、財務諸表から多くの有用な情報がえられるが、そのなかでも特に重要なのが、

会社の規模と経営の効率性である。規模を測る指標としては、「売上高」や「総資産」などが考

えられ、経営の効率性を測る指標としては、「ROE」や「ROA」、「利益率」などがあげられる。そ

して、この規模と効率をマトリックス図にプロットすることにより、花形企業・成長企業・成熟

企業・負け組企業などを俯瞰することが可能になる。たとえば、図2のように、縦軸に会社の規

模として売上高、横軸に経営効率性として営業利益率をとってみよう。

図2　外食産業における花形・成熟・成長・負け組企業

　原点は外食企業の平均値を表すとすると、上の領域にいくほど規模が大きい企業ということに

なり、右にいくほど経営効率が良い企業ということになる。

[2]	「特集新旧入り乱れる外食 M&A 戦争」、『週刊ダイヤモンド』、2005 年 �� 月 �2 日号。
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【設問1】

　2004年および20�2年時点において、吉野家、ゼンショーは図2のどの位置にプロットされる

でしょうか。また、みなさんの知っている他の外食企業は、20�2年現在、どの位置にプロット

されるでしょうか。推測してください。また、なぜその位置にプロットされると考えたのか、議

論してください。

吉野家とゼンショー

　ケース末尾に掲げる2期分（2004年決算と20�2年決算）の連結財務諸表と9期分の要約連結

損益計算書および要約連結キャッシュ・フロー計算書（2004年決算～20�2年決算）は、外食大

手牛丼チェーン2社のものである。株式会社吉野家ホールディングスは、「吉野家」、「はなまる」、

「京樽」などをグループ会社として抱え、株式会社ゼンショーは、「すき家」、「なか卯」、「ココス」

などを経営している。それぞれの企業が掲げる理念は以下のとおりである。

◆　吉野家ホールディングスの経営理念（同社ウェブサイトより）

　　“For the People　～すべては人々のために～”

　「人々」とは、従業員それぞれの立場により異なり、例えば店舗で働く従業員にとっては

相対するお客様、経営者にとっては、全従業員やフランチャイジー、株主様、お取引先様、

地域社会という場合もあります。「For	the	People　～すべては人々のために～」というこ

とです。

　世界中の人々にとって、なくてはならない存在になることが、私たちの夢です。

◆　ゼンショーの企業理念（同社ウェブサイトより）

　　“世界から飢餓と貧困を撲滅するため、「フード業世界一」を目指します。”

　　私たちの使命

　●	 世界中の人々に安全でおいしい食を手軽な価格で提供する。

　●	 そのために、消費者の立場に立ち、安全性と品質にすべての責任を負い、食に関わる全
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プロセスを自ら企画・設計し、全地球規模の卓越したマス・マーチャンダイジング・シ

ステムをつくり運営する。

　世界には、すべての人が食べることができる十分な食料があるにもかかわらず、過剰な

国と不足している国とのアンバランスに問題があると言われています。ゼンショーグルー

プは、世界の食事情を変えることのできるシステムと資本力を持った「フード業世界一」

企業となり、世界から飢餓と貧困を撲滅することを目指します。

【設問2】

　現実の世界で見かける両企業の商品やサービス、新聞・雑誌・書籍などによって得られた情報、

経営学の学習によって身につけた分析やフレームワークをすべて使いながら、これらの財務諸

表から何が読み取れるのか考えなさい。

　特に、両企業の経営戦略の違い（製品・立地・オペレーション・海外戦略・M&A戦略など）が

どのように財務諸表にあらわれているか、また、この8年間のあいだにどのようなことがおこっ

たのかについても議論してください。
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